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市民満足度

・道徳や小学校英語の教科化に係る検討など，平成30年度からの新学習指導要領実施に向けた準備が進められている。
・国際的な学力調査において，日本が好成績を収めており，本市においても全国学力・学習状況調査において，全国平均を上回る結果となっている。
・今後数年の間，教員の大量退職に伴い，新規採用者の大幅な増加が見込まれている。
・国は，「確かな学力」をより効果的に育成する一つの手段として，ＩＣＴの積極的な活用を進めようとしている。

施策を取り
巻く環境等

・これまでの市独自の学習内容定着度調査や習熟度別学習などに加え，平成21年度から「授業力向上プロジェク
ト」を実施し，教員の授業力向上に努めてきたことや，さらに平成24年度より小中一貫教育・地域学校園を全市で
実施したことなどにより，施策指標のすべてで正答率80％以上の生徒が増加し，50％未満の生徒が減少する傾向
となっている。
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概ね順調
・本市においては，「小中一貫教育・地域学校園」をはじめ様々な事業が定着し，各学校において確実に推進されて
おり，保護者などの関係者への情報発信はもとより，市民に対しても，市や学校が積極的に情報を発信し，周知・啓
発を進めた結果，昨年度と比べ満足度が向上した。

政策の柱 Ⅱ　市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために 信頼される学校教育が推進され，児童生徒が，充実した学校生活を送っています。
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施策目標 児童生徒が，確かな学力とともに，未来を切り拓く力を身につけています。
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  ③　主要な構成事業の進捗状況
　　（主要な構成事業の個別の進捗状況は，「３　施策を構成する事業の状況｝を参照）

Ｂ ：前年度同水準
　　　（±５ｐｔ以内）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：前年度より低下
　　　（－５ｐｔ超）
　　　　　［１５点］

　Ａ ：前年度より向上
　　　　　（＋５ｐｔ超）
　　　　　　［３３点］
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　Ａ ： 計画以上
 　　 （主要な構成事業の
　　　２割超が計画以上）
　　　　　　［３３点］

①施策指標

総合評価
　順調 ：（Ａ評価が２つ以上
（Ｃ評価がある場合を除く。））
　　　　　［９０点以上］

　概ね順調 ：
　（主にＢ評価が２つ以上）
　　［６５点以上９０点未満］

　やや遅れている ：
　（Ｃ評価が２つ以上）
　　　　［６５点未満］
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　Ｂ ： 計画どおり
 　 　（主要な構成事業の
　　　８割以上が計画どおり）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ： 計画より遅れ
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　　２割超が計画より遅れ）
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※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００ （％）
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３　施策を構成する事業の状況 ※凡例　○：「総合計画の戦略プロジェクト・主要事業」対象，★：「③ 主要な構成事業の進捗状況」対象（最大５事業選択）

４　今後の施策の取組方針

　情報社会を生き抜くため，児童生徒の情報活用能力や情報モラルを育成することや，確かな
学力を身に付けるために授業でＩＣＴを活用していくことは有効である。これらに対応するため，
教職員への研修や学校のICT化を推進する.。

7 教育情報システム事業 ○★ 学校ＩＣＴ化の推進
市立小中学校教職員及び
児童生徒等

・情報教育研修の実施
・教育情報システムの運用
・授業におけるＩＣＴの活用

計画
どおり

300,998 Ｈ７

12 教科用図書採択協議会負担金 ―87教科用図書の円滑な採択
計画
どおり

市立小・中学校の全児童・
生徒

指導主事等による各学校への指導
助言の実施

学校教育課指導主事

本市で開催される各種研究大会に
補助金を交付する。また，指導主事
の各種研修会等への参加を通して
資質向上を図る。

市立小・中学校

計画
どおり

1,396 ―

計画
どおり

10 学校訪問指導事業 H4

Ｈ149 キャリア教育推進事業
社会体験学習（宮っ子チャレンジ
ウィーク）の充実

市立中学校2年生の生徒全
員

社会体験学習運営の支援（事業所
による生徒受け入れ・保険・交付金
等）

・協働学習におけるＩＣＴの活用
計画
どおり

894

　児童生徒が，授業の中で，グループや学級全体での学び合いを行う「協働学習」の場面等に
おいて，大型タブレットパソコンなどのＩＣＴ機器を用いることにより，学習効果が高まることが予
想されることから，適切な利活用の在り方等について，平成２６，２７年度の２か年で研究・検証
を行う。

　指導主事等が学校を訪問し各学校の課題に応じた指導助言を行うことにより，教員の指導力
及び学校全体の教育力を向上させることを目的とした重要な事業であり，本市教育の充実のた
めに今後も推進していく。

　　「宮・未来キャリア教育」の推進にあたっては，指導資料を踏まえ，中学２年生の社会体験学
習を中核として推進している。引き続き，民間事業所等の協力を得ながら社会体験学習を実施
するとともに，今年度は，本市ゆかりの職業人へのインタビュー等を収めたDVDを作成し，働くこ
との尊さや望ましい勤労観を育てていく。

H26

計画
どおり

5,665

　教科書採択協議会は，法令に基づき設定が必要であるとともに，保護者，学識経験者，教育
研究会の代表などから幅広い意見を聴取することができるものであり，今後も教科用図書採択
における公正を確保するため，協議会を設置する。

　各教科の関東・全国研究大会など本市で開催される研究大会への補助金等の支援を行うとと
もに，指導主事が先進的な研究に関する情報を得るために研修に参加することを通して，本市
の学校教育の充実を図る。

市立小中学校教職員及び
児童生徒等
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8 ICT授業活用推進事業 ○

11 教職員指導研修事務

学力向上推進事業 ★
分かる授業の展開（授業力向上プ
ロジェクト）

授業力向上プロジェクト ○★
分かる授業の展開（授業力向上プ
ロジェクト）

外国語指導助手派遣
分かる授業の展開（授業力向上プ
ロジェクト）

市立小・中学校に在籍する
日本語指導を必要とする児
童・生徒

日本語の習得状況に応じた日本語
指導

計画
どおり

計画
どおり

計画
どおり

計画
どおり

市立小・中学校，全児童・生
徒，教職員

・研究学校への学校訪問による指
導・助言
・研究発表会の開催
・「授業力向上プロジェクトだより」の
発行

・小3～中3までの児童・生徒
（学習内容定着度調査）
・全児童・生徒（学習と生活
についてのアンケート
・小5～中3までの児童・生徒
（習熟度別学習）

14,193

H22

H20

H元

21,497

H21

21,104

1,080

2,800

学校教育スタンダードの推進
学校教育スタンダードの推進などを
通した「学校教育推進計画」を具現
化

・小中一貫教育の充実
・地域の教育力を生かした教育活
動の推進

　小学校の会話科及び中学校の英
語授業に外国語指導助手を参加さ
せ，英語によるコミュニケーション能
力を育成する。

市立小・中学校教員

5,270

実態を基に指導の工夫・改善を図る
とともに，習熟度別学習を実施し，
児童生徒に確かな学力を身に付け
させる。

市内66小学校（小規模特認
校を除く全小学校）及び全
中学校の児童・生徒約
41,000人

方向性

計画
どおり

〈施策全般〉
◆児童生徒の学力向上を図るため，「授業力向上プロジェクト」等において分かる授業の基盤となる指導法についての指導助言を充実させ
ていく。また，学校や地域学校園が主体的に学校運営等を進めながら義務教育9年間を通して系統的な指導を行うとともに，習熟度別学習
の効果的実施，ＩＣＴの有効活用，家庭学習の習慣化に向けた取組を進め，基礎・基本の習得と思考力・判断力・表現の向上に努める。

今後の方向性

H4外国人児童生徒支援の充実

学校ＩＣＴ化の推進

課題

〈主要事業〉
◆「小中一貫教育・地域学校園」については，これまで以上に学校や地域学校園の自主的・自律的な取組を促進し，小中一貫教育カリキュ
ラムに基づき９年間の系統的な指導の充実を図る。
◆授業力向上プロジェクトを推進する中で，分かる授業の基盤となる指導法や家庭学習に係る学校が主体となった効果的な取組事例の資
料及び家庭への啓発リーフレットを作成・活用し指導助言の徹底を図るとともに，若手教員育成のため，新採指導訪問時などにおいて個別
の指導・支援を充実させる。
◆授業におけるＩＣＴの活用が，児童生徒の学習意欲の喚起や学習内容の理解の深化に有効であるため，教員対象の研修や学校のＩＣＴ化
を効率的に進めていく。

　学校教育の充実を図るため，各種調査により達成状況を把握するとともに，学校教育推進懇
談会の意見を踏まえながら，学校教育推進計画をより一層推進していく。また，学校教育スタン
ダードの取組について各学校の状況を確認し，次年度の重点を明確に示すことにより，各学校
の学校経営等に反映させていく。

　すべての児童生徒の学力保障と学校生活適応を目指す「小中一貫教育・地域学校園」につい
て，昨年度，全市実施３年間の実践を検証し，持続可能な制度とするため，取組の改善を行っ
た。今年度は，各地域学校園が裁量を生かしながら，小中一貫教育カリキュラムによる教育活
動の充実と地域の教育力を有効に活用した取組を進められるよう支援していく。

4

3

　　「英語の学習が好き」と回答する中学3年生の割合は，引き続き増加傾向にあり，今後も本事
業の継続実施により，児童生徒の英語によるコミュニケーション能力及び英語に対する学習意
欲の向上に努めていく。
　また，小学校英語の教科化への対応や中学校英語教育の充実を図っていく。

　本市「学習内容定着度調査」及び「学習と生活についてのアンケート」は，国，県が実施する学
力調査の結果と併せて有効に活用されており，今後も継続していく。さらに，各調査を関連させ
た分析を行い，学力向上のための効果的な指導の方策を明らかにすることで，各校の学力向上
に向けた取組を支援していく。
　習熟度別学習により児童生徒一人一人の学習状況に応じたきめ細かな指導が実施されてお
り，引き続き継続していく。今後は，指導の充実のための効果的な取組について助言していく。

独自性

独自性

〈その他個別事業〉
◆小学校英語の教科化を見据え，教員研修の充実を図るとともに必要なＡＬＴの配置など効果的な環境整備について検討する。

2

　教員の授業力向上を図るため，「一人一授業」などを通して取組を推進してきた。今後，教職員
の大量退職・大量採用を踏まえ，若手教員の授業力向上が喫緊の課題となっていることから，
分かる授業の基盤となる指導法について，プロジェクトだよりの配付・活用や授業研究会を通し
た指導・助言等を一層推進していく。
　併せて，プロジェクトだよりなどにより家庭学習の習慣化を図る取組を促進する。

　日本語の習得状況に応じた指導体制に基づき，日常生活で最低限必要な会話から，授業中
の説明や教科書の言葉などを理解するまでの日本語習得が図られており，本事業を継続し，外
国人児童生徒への日本語指導について今後も推進していく。

◆「小中一貫教育・地域学校園」の推進により，小中学校の教員が相互に理解を深め，義務教育９年間を見通した系統性のあ
る指導を行うとともに，児童生徒へのきめ細かな支援を継続的に行うことにより，基礎・基本の習得と思考力・判断力・表現力の
向上が必要である。また，各学校や地域学校園が，これまで以上に自主性・自律性を発揮しながら地域の教育力を有効に活用
した創意ある教育活動を実施する必要がある。
◆各種調査の結果分析から，基礎的・基本的な学習内容を確実に定着させるため，家庭学習の習慣化が課題となっている。
◆若手教員の大幅な増加に伴い，分かる授業の基盤となる指導の工夫・改善を図る必要がある。
◆小学校英語教科化の動向を踏まえ，小学校教員の英語指導力の向上とともに英語の授業に係る学校の指導体制を充実さ
せる必要がある。
◆情報化の進展に伴い，児童生徒の情報活用能力や情報モラルの育成を図る必要がある。

外国人児童生徒への日本語指導

○★
小中一貫教育カリキュラムの実施
や，地域教育力を生かした学校教
育活動支援

「小中一貫教育・地域学校園」の推進

計画
どおり

市立小・中学校（全93校）★ H17

事業の
進捗状況

H26
事業費

（千円）
開始年度

事業が属する総合計画の
構成事業名

取組（何を）

日本一
施策
事業

№
事業内容

対象者・物（誰・何に）

事業名
戦略Ｐ・
主要事業

※
施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

1
いきいき学校プラン推進事業
（宇都宮市学校教育推進計画）


